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冬の風物詩・雁の舞う茨城県・江戸崎町
関東地方はかつて国内最大の雁の越冬地でしたが、今では霞ヶ浦の辺の

茨城県・江戸崎町だけになってしまいました。ここには、日本に飛来する
雁の仲間では最大級のオオヒシクイ（体長９０センチ以上で、国の天然記念
物）が毎年５０羽前後、越冬します。彼らのため、農家では低農薬でお米づ
くりを行い、野生生物の生息環境を守っています。この低農薬米を購入す
るとオオヒシクイ米通信が送られてきます。

写真提供（ヒシクイ保護基金電話・ＦＡＸ０２９８-７４-０１９１）
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座談会「毒物汚染なき２１世紀を目指して」立川涼・石弘之・中下裕子・川名英之
「問題多い焼却やめ、ごみゼロ社会を」ポール・コネット博士が講演
川名英之・「環境法の今」第８回環境基本計画
田口操・八王子で水銀汚染？
ｌｎｔｅｍａｔｉｏｎａＩＮｅｗｓＣｌｉｐ（最近の国際動向）
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写真は２００１年１２月１１日、
東京大学大学院で

：に？ｊｙ。む

○出席者（写真左より）
石弘之東京大学大学院教授
立川涼国民会議代表（元高知大学学長）
中下裕子国民会議事務局長

○司会
国民会議常任幹事川名英之



２０世紀後半・、新たな化学物質の開発が著しく進

み、日本では現在約７～８万種が商業的に製造・

販売されています。しかし信頼できる機関からの

毒性情報が得られている物質は、そのうちわずか

しかないといわれています。ＰＣＢやＤＤＴ、Ｂ

ＨＣ、環境ホルモンによる環境汚染、フロンによ

るオゾン層破壊などは、このような背景のなかで

起こったのです。またダイオキシン汚染は防止対

策の遅れが事態を深刻にしました。

２１世紀、私たちは毒性化学物質汚染をどう克服

していけばいいのでしょうか。Ｆ国民会議」は有

機塩素化合物による環境汚染の研究で数々の優れ

た実績を持つ立川涼国民会議代表（環境化学専攻、

元高知大学学長）、地球環境問題の観点から化学
物質汚染問題を研究している石弘之東京大学大学
院教授（環境学）、環境ＮＧＯの立場から化学物
質対策の充実・強化を訴える中下裕子国民会議事
務局長（弁護士）の３氏による座談会「毒物汚染
のない２１世紀を目指して」を企画、２０世紀後半の

主要な化学物質汚染問題の回顧を踏まえて、２１世
紀に毒物汚染のない社会を築いていくうえの課
題・展望などについて話し合っていただきまし
た 。

（司会は国民会議常任幹事川名英之）

今につながるカネ ミ油症事件との遭遇

石さん、化学物質による環境汚染との出会いカ
らお願いします。

石１９６２年にレーチェル・カーソンのｒ沈黙の春Ｊ

でＤＤＴの問題が指摘され、その後１０年たって種々

の有機塩素系化学物質による環境汚染問題が出てき

ま し た。

最大のショックはＰＣＢとダイオキシンによる人

体実験とも言うべきカネミ油症です。１９６８年、朝日

新聞東京本社科学部から九川に行き、この事件を取

材 し ま し た が 、 健 康 被 害 の 写 真 は す さ ま じ か っ た。

この油症事件の取材で、愛媛大学長学部（当時）の

立川先生をたびたび訪ね、-一緒にｒＰＣＢ』という

本 を 書 き ま し た 。 油 症 事 件 と の 辿 遇 は 私 に と って、

今日につながる大きな出来事です。

１９７０年代初め、娘が生まれた。その頃、スウェー

デンで母乳汚染が問題になっていたので、妻の母乳

を大阪、東京、スウェーデンの研究所に送り、調べ

て も ら っ た と こ ろ 、 高 濃 度 に 汚 染 さ れて い ま し た。

化学物質が不気味な挙動をしているという感じでし

た。こうした問題は当時、国際的に汚染防止の法整

備が進んでいたので、私は環境庁に「日本が音頭を

取って研究してはどうですか」と言いました。しか

し相手にされませんでした。

そんな時、立川先生から円錐形は見る角度で形が

違うように、物事は見方で変わること（ｒ国民会議
ニュ ース レ タ ー 』

第 １ 号 掲 載 の 立 川

涼 「 私 た ち に と っ

て人工化学物質と

は 」 を 参 照 ） を 学 ● ・ - -
・`心７’

び ま し た 。 １ ９ ７ ６ 年 、 - ぎ

南 極 の ペ ン ギ ン か

らＰＣＢ、ＢＨＣ、

Ｄ Ｈ Ｃ な ど が 発 見

されたという立川

グル ープ の レ ポー

卜を取材し、人間のっくったものが、南極や海底ま

で汚染し始めたという事実に大きな衝撃を受けまし

た。全国ニュースになったものとしては水田に撒か

れたＢＨＣの異性体の残留問題があります。

近年はシックスクール、化学物質過敏症など微量

な化学物質の問題に、もぐらたたきのように対応し
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ているという状況ではないでしょうか。

２０世紀後半、開発途上国の環境汚染はどのよう

立川先生は１９７１年２月、ロ本におけるＰＣＢに

カ」でいいのか」と言われたこともあります。今は

自 民 党 も 共 産 党 も 取 り 組 んで い ま す。 環 境 研 究 は、

その分、体制になったと言えるでしょう。

よく使われている２万種の化学物質のうち、毒性

がよく分かっている物質は１割もない。汚染も複合

化しています。システムの元を斯たないといけない

のに、研究も規制も元を追いかけず、末端だけに触

れている。決まったことだけやっていればいいとい

う 状 況 が あ り ま す。

面 白 い 研 究 に 集 ま っ た 多 く の 学 生 た ち … …

石 水 俣 病 医 学 の 研 究 者 、 原 田 正 純 さ ん は 熊 本 大 学

助教授で定年を迎えられましたが、これは異例のこ

と。立川先生はイルカのＰＣＢ汚染の世界的な分布

を調べたり、何もないところからよくできましたよ

ね。また、よくつぶされなかったですね。

立 川 僕 は 鈍 感 だ し 、 田 舎 に い た か ら 。 誰 も や ら な
い穴になっていることを僕はやってきた。行政がや

らない、企業も儲からないからやらない。大学は金

が か か る か ら や れ な い。

石 お 金 は 、 ど の よ う に 集 め た の で す か。。

立 川 講 座 費 を ３ 年 分 ま と め て 使 っ た り 、 必 要 な 物

は買ってしまうというやり方でした。不思議なこと

に、どこからかお金はやってきました。面白い研究

ができると、学生が見る間に増えていきました。

２０世紀に生物濃縮によって進んだ魚介類や野

鳥、アザラシ、オットセイ、イルカ、クジラなどの

海獣の体の有機塩素系化学物質による汚染濃度は２１

世 紀 に ど う な る の で し ょ う か。

立 川 （ Ｐ Ｏ Ｐ ｓ 条 約 の 締 結 な ど ） 有 機 塩 素 系 化 学

物質の規制は進んでおり、今後新たに投入される量

は 減 少 し 、 濃 度 も 減 っ て い く と 思 わ れ ま す。 た だ、

これによって毒性も減っていくかどうかは疑問が残

ります。確かに残留性有機汚染物質の規制は進んで

いますが、複合毒性、長期毒性は未解決ですし、さ

らに残留しなくても常時、環境に出ている物質は長

期暴露と同じ効果をもつ。例えば、ペンゾピレンは

発がん性があり、生分解性であっても生物的影響は

蓄私されます。２０世紀システムの延長線上で環境問

題を考えていいのかという問題があるのです。

また生体形響、毒性影響を塩素系だけに限ってい

な状況だったのでしょうか。

石１９８０年代に、あらゆる環境汚染が先進国から途

上国に広がりました。例えば農薬汚染。２つあって、

１っは農業生産のための農薬使用、２つ目は先進国

からの農薬の輸出や援助。これにより大気、水、土

壌が汚染したのです。また先進国は国内の工場を公

害輸出という形で海外に輸出しました。それが、ブ
ーメラン効果で先進国に戻ってくる。最近では中国

の野菜が相当汚染されているらしい。

立 川 南 南 問 題 も あ り ま す。 イ ン ド 、 台 湾 が 農 薬 を

つくり、途上国に輸出する。これは国際的な統計に

出 て き に く い。

石 イ ン ド は Ｄ Ｄ Ｔ の 最 大 の 生 産 国 で す ね 。 中 国 は

今も製造していて、ピーク時の日米の合計生産量ぐ

ら い。

か つ て は 危 険 な 研 究 テ ー マ だ っ た 公 害

よる環境汚染を初めて確認し、１９８３年１１月、ごみ焼

却炉によるダイオシン発生の事実を初めて明らかに

しました。また有機塩素系化学物質による地球規模

の環境汚染の調査・研究を続けられて、海水や生物

の汚染実態を広く人々に知らせてこられました。長

い間、環境汚染の研究に取り組んでこられて、研究

を取り巻く時代環境の変化をどう捉えておられます

か 。

立 川 荒 っ ぽ い こ とを 申 し 上 げ る と 、 公 害 ・ 環 境 は、

かつては危険なテーマでした。行政にＰＣＢの危険

性を指摘すると、「あやしいことを言うな」と言わ

れたものです。マスコミと一部市民が理解者でした。

今 は 状 況 が 一 変 し 、 環 境 研 究 は 安 全 パイ に な って、

学生もＦやりたい」と言い出すようになっています。
一方、研究の発展とともに環境研究も制度化された。

がっては混沌としていて面白かったのですが、今は

縦割りになっています。発展の代償として制度化が

進み、官僚化した面も否定できません。

石 今 の 話 で 思 い 出 し た こ と が あ り ま す。 環 境 研 究

はかつて、反休制運動の延長線上にあるとみなされ

ていた。集会には警官が現われ、「新聞記者はｒア
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るのも疑問です。過去十数年の間に蓄積した化学物

質が、目に見えて改善されるという状態には、なか

なかならないと思います。

企 業 の 情 報 集 め に 期 待 さ れ る 情 報 公 開

- 一 立 川 さ ん が お 書 き に な っ た 雑 誌 の 論 文 の 中 で

「２０世紀の後半は『化学の世紀』といえる」と言い

切り、そのうえで「我々に与えられた課題は、必須

であり有用でもある化学物質の利用について、その

安全使用の技術とそれを可能にする社会システムの

構築であろう」と述べておられます。このような社

会システムをどうっくるのか、お話しください。

立 川 化 学 物 質 は 、 今 や 社 会 の イ ンス テ ィ チ ュ ー シ

ョン（制度）になっています。これを全面的に否定

することはできない。問題は、安全に使いこなすか

です。しかし「安全」という概念は難しい。「安全」

と「危険」の議論になると、いつも後者が勝つ。全

面 的 な 安 全 を 主 張

す る こ と は 、 と て

も難しいことです。

今 ま で の ア プ ロ ー

チ で 毒 性 研 究 を や

っ て いて い い の か

という疑問があり

ま す。 毒 性 の 調 査

は 再 現 不 可 能 な の

で、 別 の 考 え 方 が

必 要 で す。

政 府 、 科 学 者 、 市 民 が 集 ま って 決 め る の は い い。

しかし産業界からのデータは少ない。結局、情報公

開しかないと思うのです丿防報公開によって個別企

業からデータがなかなか出てこない現状を変え、デ
ータを地域に公開し、住民の関心と監視のもとで緊

張感を持って仕事ができるようにしなくてはいけな
いと思います。

従来の規制方法だと、何十という化学物質にモニ

タリングをかけ、１点当たり数億円かかります。こ

ような２０世紀モデルは破綻したのではないでしょう

か。情報公開のもとで、企業に自主的に情報を出し

てもらい、ただで規制できるようにしたい。

変 え る 必 要 の あ る 毒 性 の 物 差 し

石 私 も 従 来 の 毒 性 の 概 念 を 変 え る 必 要 が あ る と 思

う。ＤＥＳのように超微量で作用する化学物質の存

在があるからです。今、出産の男女比が世界的にお

かしくなっている。女児１（）Ｏに対し、男児１０６がこれ

までの比率だったのが、男児が１０４まで減少してき

ました。セペソ事件（１９７６年７月、イタリアのセペ

ソで農薬工場が爆発、ダイオキシンにより環境・人

体が汚染された事件）の時も、男児の出生が減りま

し た。

立 川 か つ て の 毒 性 の 物 差 し を 変 え な く て は い け な

し稲

石 現 状 の ま ま 化 学 物 質 と 付 き 合 っ て い る 限 り 、 人

体笑験を続けることになりますね。

立 川 デ ュ ポ ン が 脱 石 油 に 踏 み 出 し 、 ト ウ モ ロ コ シ

からプラスチックを作り始めています。

石 そ れ は 別 の 環 境 問 題 を 引 き 起 こ す の で、 安 全 と

は言い切れない面を含んでいます。油ヤシのプラン

テーションがそのよい例です。石油系が悪いという

ことで、植物系への需要が増え、森林を伐採して油

ヤシ畑の面積がここ１０年、倍倍ゲームで増えたので

す。 環 境 へ の 負 荷 は 卜 - タ ル で み る こ と が 必 要 で

す 。

立川脱化石燃料は２１世紀の課題ですが、石油系化

学物質すべてが悪いわけではなく、マテリアルとし

ては有用なものもあります。エネルギーとしての利

用 が 問 わ れて い ま す。

重 大 健 康 被 害 な け れ ば 動 か ぬ 社 会

１９７１年にＰＣＢによる環境汚染が日木で初めて
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明らかになった時と、１９８３年にごみ焼却炉からのダ

イオキシン発生が最初に確認された時の政府の対応

は対照的でした。ＰＣＢ汚染の際は政府が素早く対

応したのに、ダイオキシン汚染の際は耐容１日摂取

量（ＴＤＩ）の設定までに１３年近くかかっています。

日本がダイオキシン汚染大国になった主要な原因は

効果的な対策着手が大幅に遅れたためでしょう。こ

のような対応の違いがなぜ起こったのでしょうか。

立 川 Ｐ Ｃ Ｂ の 時 は 、 嵐 の よ う に 報 道 さ れ 、 解 決 に

向かう社会的状況ができました。学者がクールに指



摘しても、社会はなかなか動かない。エモーショナ
ルに過剰報道があって動いてきたのが、これまでの

歴史です。ＰＣＢ汚染問題の意義は、これで初めて

社会が一般化学物質にも問題があることに気づいた

点だと思います。それまでは医薬品や食品の安全性

が議論の中心だった。トランスコンデンサーなどに

含まれる一般化学物質がおかしいということで、初

めて化学物質を審査する［化学物質審査規制法］が

できたのです。ザル法だが、歴史的には評価してい

い。社会は法律で動くわけで、法律ができることに

よる 効 果 は 大 き い。

石 Ｐ Ｃ Ｂ の 母 乳 汚 染 で は 、 お 母 さ ん た ち が パ ニ ッ

ク状態になったのを思い出します。カネミ油症の健

康被害のすさまじい写真のビジュアルな恐怖感が社

会を動かした。八二ックを通らないと社会が動かな
いのは四大公害鉄判や東京の杉並区、立正高校光化

学スモッグ事件でも経験しました。

立 川 刺 激 的 な 毒 性 デ ー タ が あ る と 、 社 会 は 動 く。

行政はマジョリティ（大多数）を対象にしているか

ら、マイノリティ（少数派）に目が行かない。先端

的で新しい問題はＮＰＯ（非営利の民間組織）が取

り 組 む し か な い。

石日本では、被害者と加害者の対立が前面に出１る。

これは欧米と違う点です。ロマン派の自然保護のバ

ックグランドが日本にないからでしょうか。

環 境 問 題 専 門 家 の 数 が 少 な い 日 本

各国でＴＤＩの数値が違いましたね。日本のダ

い ま す。

石 今 、 全 国 の 大 学 に は ６ つ に １ つ の 割 合 で 環 境 学

科があります。誰がやっているのかと言えば、工学

部の土木系や農学部の農業土木など。だから環境と

言いながら、橋の振動しか教えない大学もある。ま

た女子短大が４年制にするため環境の看板をつけて

いる。いずれも大学の都合です。

日 本 に は カ ネ ミ 油 症 の 影 響 調 べ る 責 任

石 カ ネ ミ 油 症 は シ ョ ッ ク だ っ た の で、 行 政 も 含 め

てみんな目をそむけた。企業は逃げた。医者は「吹

き出物です。誰でも出ｌます。飲みすぎでしょう」な

どと適当なことを言っていて、コミットしませんで

した。患者は行き場がなかった。このようなことは

日本だけでありません。インド・ボパールの農薬工

場爆発事故の時も、会社が逃げた。変わって来たの

は、ここ１０年です。ＮＧＯが強くなり、情報を集め

てインターネットで情報交換するようになった。力

関係が変わってきたんですね。ミャンマーでも中国

でも、環境犯罪の情報が明るみに出るようになって

きた。化学物質の世界でも、ＮＧＯのネットワーク

が 何 百 と あ り ま す。

立 川 Ｎ Ｇ Ｏ の 出 番 で す ね 。 ホ ッ ト な 情 報 を 世 界 的

なレベルで受発信できるようになりました。カネミ

油症は日本で起きた人体実験なのですが、不幸なこ

とに研究が中途で終わっています。長期的な影響は

今 か ら で も 調 べ る べ き で す。 世 界 に 対 し 、 ロ 本 は、

カ ネ ミ 油 症 の 長 期 的 な 影 響 を 調 べ る 責 任 が あ り ま

す 。

中 下 カ ネ ミ 油 症 に つ い て は 「 止 め よ う ・ ダイ オ キ
シン汚染関東ネッ

トワーク」の佐藤

脛 子 代 表 や 藤 原 寿

和 事 務 局 長 な ど が

被 害 者 支 援 の セ ン

タ ー を 東 京 に 設 置

す る 準 術 を 進 めて
い ま す。

石 カ ネ ミ 油 症 は

１９卵年に発生した

半・件なのに、３年

イオキシン対策が遅れたのは、専門家やデータの不

足があったのではないでしょうか。

石 Ｔ Ｄ Ｉ は 世 界 の 先 進 国 の 大 勢 が ５ ピ コ グ ラム の

時に、日本だけ１０ピコグラムでした。つい最近４ピ

コグラムになりましたが。

立 川 日 本 は 専 門 家 の 数 が 少 な く 、 層 が 薄 い 。 アメ

リカのＥＰＡ（環境保護庁）には職員が１万５０００人

いるのに、環境省は約１０００人しかいない。大学も対

応しきれていない。環境をやりたい高校生は大学に

人学すると、路頭に迷う。高校生までは生き生きし

丿ご関心を持っているのですが、その関心を大学が受

け１Ｌめていないのですレ人学の専門分野の縦割りも
一因です、環境科学は従来の学問の縦割りをこえて
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前にようやく報告書が英文で出ましたね。
立川医者は現在、カネミ油症のような健康被害を

教育で習っていない。

克 服 さ れ る べ き が ん パ ラ ダ イ ム

近年、がんが脅威的な増加ぶりを見せています。

習 嚢 痙

えているのは、化学物質のせいかもしれません。免

疫不全も化学物質のせいでしょう。レーチェル・カ
ーソンの指摘も大事な課題ですが、他にも大きな問

題があります。ｒ奪われし未来』の著者の１人、コ

ルボーンが指摘するように、がんパラダイムは克服

さ れ な い と ね。

石アレルギーは１９６０年代には５パーセント以下だ

ったのが、今は２０パーセントに増えてます。アトピ
ーに至っては、ない子どもの方が少数でしょう。

僅か３０年の間に花粉症が激増しました。僕は日本

で３番目の患者で、僕を材料に博士になった人もい

るくらいです。公害病患者は東京に３０００人、日本全

体 で は ま だ ６ 万 人 い ま す。

深 刻 な 途 上 国 井 戸 水 の 枇 素 汚 染

立 川 有 機 化 学 に 関 して は ノ ウ ハ ウ の 蓄 積 が で き ま

した。規制の方法も見当がっきます。一方、古くて

新しい問題があります。炭素です。炭素は今、世界

で一番問題なのではないでしょうか。元素汚染とい

う問題が途上国では顕著です。改めて関心を喚起し、

対 応 す る こ と が 大 事 で す。

石 途 上 国 の 枇 素 汚 染 の 背 景 に 水 不 足 が あ り ま す。

水不足から、ガンジス川でも地下５０メートルも深く

井戸を掘らなくてはならない。巾国北部やアフリカ

のサヘルでは、子どもを綱で縛って掘る穴に下ろし、

井戸を深く掘っている。５０メートルも掘ると、炭素

の層にぶち当たる。でも水がないから、その水を使

わ ざ る を 得 な い。

インドはＤＤＴの最大の生産国ですね。中国は今

もピーク時の日米の合計生産量ぐらい製造していま

す 。

「 予 防 原 則 」 を 基 に 基 本 法 制 定 を

欧州ではスエーデンが「予防原則」に基づいた
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がんによる死者は１９５３年（昭和２８年）に当時、急降

下していた結核を抜いて２位になり、１９８１年には脳

卒中を抜いてトッ。。＿＿・＿＿

プに躍り出ました。

国民の死因に占め
るがんの割合を見

ますと、１９００年てこ二

（明治３３年）ごろは
わずか２．２パーセン

ト、つまり４５人に

１人に過ぎなかっ

た も の が 、 現 在 は

国民３、３人に１人の

割合です。２０世紀１００年間のがん死の増加ぶりは実

に 驚 くべ き も の で す。

レーチェル・カーソンが今から３９年前の１９６２年に

出した名著『沈黙の春Ｊの中で「不退転の決意を持

ってなすべきことは、何よりも発がん物質を取叫塗

くことだ。私たちの食物、水道、まわりの空気 -す

べてが発がん物質で汚染している］と書き、発がん

物質を取り除かなければ４人に１人がいずれがんに

なると警告を発していました。がん多発時代の到来

を見通していたかのようです。

喫煙ががんの大きな原因であることは言うまでも

ありません。しかし男性の喫煙率の減少やたばこ自

体の改良なども進んでいるので、喫煙は近年のがん

急 増 の 原 因 に は な り 得 な い の で は な いで し ょ う か。

発がん性を持った化学物質がたくさん出回っている

ために大気や水、食品などが汚染され、がんの発生

に大きくかかわっていると思うのです。日本の場合、

が ん 全 体 の う ち 環 境 汚 染 に 起 因 す る が ん の 発 生 は、

どのくらいの割合と推定されますか。

立 川 環 境 汚 染 に 起 因 す る が ん の 割 合 に つ い て は、

私は答えられない。寿命も延びています。昔は５０年

だった。ただ小児がんなど若い人のがんが異常に増

化学物質規制法案を国会に提出するなど時代の先取
りとも言えるような動きが見られます。中下さん。
日本の化学物質対策はどう改めるべきだとお考えで
すか。情報公開の問題や循環型社会形成のための各
種法律ができたものの、多くの問題点があるようで
す。どうすべきかを語ってください。
中下環境ホルモン問題から国民会議ができたわけ



ですが、これまでの化学物質規制では問題に対応で

きていません。情報公開に加え、速やかな規制によ

って総体として化学物質を減らしていかなくてはな

らないと思います。疑わしきは規制する「予防原則」

をベースに、社会的合意で止めさせていくことが必

要 で す。

化審法は古い毒性概念で作られてぃますから、残

留性の考え方を抜本的に見直す、そして個別のリス

クアセスメントから全体に網をかける方向に、化学

物質政策を大きく転換させなくてはいけないと思い

ます。また今の法制度は縦割りで、同じ製品でも用

途が変わると法の網からこぽれてしまう。「予防原

則」をもとにした化学物質基本法が必要です。情報

公開と市民参画がこの基本法の柱になります。

石 「 予 防 原 則 」 を ど う 実 行 さ せる か は 、 も う 一 つ

工夫がいるのではないでしょうか。資本主義社会で

は市場から締め出すという方法がありますが、世界

の国々が一斉にできたのは、今のところフロンしか

例 が あ り ま せ ん。

立 川 市 民 は ２ つ の 武 器 を も っ て い ま す。 選 挙 と 購

買という意思の表明です。これで政治家や市場に必

要なサインを出す。しかし日本では不買運動は成功

し な いで す ね。

石 ブ ラ ジル で は 、 コ ー ヒー ボイ コ ッ ト が い い と こ

ろ ま で 行 き ま し た。

「 拡 大 生 産 者 責 任 」 を 大 き な 流 れ に

中 下 塩 ビ の ラ ップ が 塩 ビ を 使 わ な い も の に 変 わ っ
たのは、成功例ではないでしょうか。ただ市場に任

せるだけでは、うまく行かない。「拡大生産者責任」

が大きな流れでしょう。環境負荷の少ない方法を政

策誘導的に導入し、市場原理を用いながらも、市場

を修正しなくてはならない。

立 川 市 町 付 の レ ベ ル な ら 、 う ま く 情 報 提 供 す れ ば

不買運動はできます。その中で雇用もつくっていけ

る。市町村に希望があると思う。県は中央の縦割り

がそのままきて、委任事務をこなすだけで手一杯だ。

市町村だと、縦割りなんて言っておれない。市町村

を変えていくことの中に希望がある。手がかりのー

つが農業。主産地形成で大規模化を追求してきまし

たが、地域で多品種少量で地域で食べる地産地消を
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進める。農薬も減り、雇用も生まれる。

石 運 動 の 担 い 手 を 考 え る と 、 ７ 割 が 女 性 、 ２ 割 が

退職老人、１割が若者。神奈川県などではネットワ
ーク運動が盛んで、主婦が県議や市議にどんどんな

っ て い ま す。

立 川 い い 首 長 を 選 ぶ の は 大 事 で す ね。

中 下 「 環 の 国 づ く り 」 で 円 卓 会 議 が ス タ ー ト し た

り、化審法改正などは追い風です。市民も反対だけ

では駄目。市町村でいうと、水俣のごみの２４分別は

すごかった。分別の拠点が３００もあるのです。

立 川 古 紙 を 利 用 し た 製 紙 会 社 の 人 か ら 聞 い た と こ

ろ、いかに種類ごとに紙を分けて回収できるかがカ

ギ だ と 言 っ て い ま し た 。 プ ラス チ ッ ク に つ いて は、

ど う で し ょ う。

ア フ リ カ は プ ラ ス チ ッ ク が ご み の ４ 割

石 欧 州 で は プ ラス チ ッ ク を 減 ら す 方 向 に 向 か っ て

います。アフリカではごみの４割がプラスチックで

す。露天のマーケットなどで売っているのも、ほと

んどがプラスチック製。今やアフリカの最大の環境

問題は、ごみですね。（ごみ処理の実態をビデオで

説明）このごみの山がどうしようもなくなると、軍

隊 が や っ て き て 、 ど こ か 別 の と こ ろ に 持 っ て い く。

それまでは人と鳥がごみを取り合っているのです。

ナイロビの処分場もすごい。合成ゴムの打ち抜き

の か す や プ ラス チ ッ ク 製 の 飛 行 機 な ど も 捨 て て あ

る 。 フ ラ ミ ン ゴ か ら は 有 機 塩 素 系 農 薬 が 出 て き ま

す 。

立 川 ソ ロ モ ン 諸 島 で は 石 器 時 代 と 現 代 が 共 存 して

いますが、川の調査をすると、プラスチックのごみ

が出てきます。そのほとんどが塩ビで、中国製が多

い と い わ れ ま し た。

石 僕 は 後 ２ 年 た つ と 、 定 年 で す。 そ の 頃 か ら ご み

問題や、水不足問題と環境汚染問題が交錯するアラ

ル 海 な ど い ろ い ろ な 環 境 問 題 の 現 場 を 歩 く 海 外 工

コ・ツアーを国民会議でやりましょう。私自身は世

界１３０カ国ぐらい歩きました。学生には「人の論文

を読むな、現場を見ろ」と言っています。

立 川 環 境 問 題 の ひ ど い と こ ろ は 、 見 た だ け で 問 題

の深刻さが分かります。こうした状況の中で研究が

役立つためには、腕力が要ります。



「リオ＋１０」は最近１０年の対策見直し

今年９月、南アフリカのヨハネスブルクで地球

場に投入する化学物質を規制するというコンセンサ
スを作ることが必要でしょう。例えば、プラスチッ

クは３種類に抑える。今までのように、何でもつく

れ る 体 制 は 改 め る。

フランスではワインのビンを４種類に規制しまし

た。中身が大事なわけですから、日本も容器を規制

すべきでしょう。ただ小売業のさまざまな利権が絡

んでいるので、これを解きほぐさなくてはなりませ

ん 。 ブー タ ン で は 、 プ ラス チ ッ ク を 禁 止 し ま し た。

近代文明へのアンチテーゼです。またイタリアでは

塩ビ製品に課税されています。環境税ですね。日本

では、業界側からそれに反発するキャンペーンが張

ら れ ま し た。

立 川 戦 う 側 も 工 夫 が 必 要 で す ね 。 研 究 費 の 出 所 を

チェックすることも大事です。例えば、アメリカの

ダイオキシン研究には国防総省からの金が流れてい

ま し た。

石 日 本 の 水 産 庁 の 統 計 は イ ン チ キ だ ら け で す。

立 川 だ か ら 、 そ れ を 知 ら ず に 引 用 し た り 、 論 文 に

使 う と 、 大 け が を し ま す。

石 情 報 公 開 法 が で き て 問 題 な の は 、 役 所 が 文 書 を

廃 棄 す る な ど して 、 逆 に 情 報 が 減 っ て い る こ と で

す 。

立 川 記 録 保 存 の 法 律 も 必 要 で す ね。

どうも、ありがとうございました。

環境問題の国際会議［リオ＋１０］が開かれます。こ
の会議の課題は何ですか。また、この１０年で何か改

善 さ れ ま し た か。

石「リオ＋１０」ではリオ・サミット後１０年間に実

施された対策の見直しが行われます。リオ・サミッ

トでは［アジェンダ２１］に化学物質条項が入りまし

た。これを明確にすることが必要ではないでしょう

か。この１０年間で改善されたことでは、フロンの禁

止が一番大きいと思います。次いで欧州では酸性雨

などの越境大気汚染の規制およびバーゼル条約の空

白部分の法整備ができたこと。生物多様性について

は、問題が大きいだけにあいまいなままのところが

多 い で す ね。

途上国で自然保護区づくりが進むと、新たな環境

保護難民が出るでしょう。それは都市スラムの一因

です。インドの大都市ムンバイは、一時この世の地

獄とまで言われましたが、きれいになった。民間出

身の市長が再生したもので、都市再生の見本です。

石さん、最後に化学物質と文明の関係について
一 言 お 願 い し ま す。

石 化 学 物 質 の 問 題 を 考 え る と 、 文 明 の あ り 方 を 考

えることにつながります。化学物質を論じる上では、

文明を論じることが避けられません。素材として市

ＰＣＢ廃棄物の保管台帳を入手
国民会議と共同で「環境市民ひろば」（東京都大塚）

を運営する［ダイオキシン関東ネットワーク］（イ戈

表：佐藤破子）は、昨年１１月に情報公開法を活用し、

ＰＣＢ廃棄物の保管台帳を経産省から入手しました。

これは、全国の地域別、事業所別に、ＰＣＢ廃棄物

（変圧器、トランス等）の量と保管状態を記載したデ
ータベースで、ＣＤ-ＲＯＭの形態で保存されていま

す。

これを見ると、大企業、官公庁でもＰＣＢ廃棄物の

管理状態で「保管不良」や「機器紛失」といった状態

が散見されたり、地域的に保管状態でばらつきが見ら

れたりなどの発見があります。国民会議と同ネットワ
ークでは、今後の活用方法や会員の皆様への提供方法

など検討中です。決まり次第、ニュースレターでご案

内 し ま す。

（記：水口哲）
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ポ ー ル ・ コ ネ ッ ト 博 士

が 講 演

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．１５

Ｆダイオキシン・環境ホルモン対策

国民会議ｊ、「グリーンピース・ジャパ

ン」、「止めようダイオキシン汚染関東

ネットワーク」の３環境ＮＧＯは２００１

年１０月１０日、来日中の米国セントロー

レンス大学教授、ポール・コネット博

士を招き、廃棄物と焼却炉問題につい

ての講演会を開きました。

ご み 焼 却 に は 多 く の 弊 害 ・ 問 題 点

ポール・コネット博士はごみ焼却によるデメリッ
トを指摘、睨焼却炉による持続可能な社会の構築を
目指す米国の化学者。国際学会や利・学専門誌などで

多くの研究論文を発表、市民迎動の求めに応じて各
国で講演を行っています。
コネット博士は、今度の講演でもごみ焼却の弊

害・問題点として、主に次の点を挙げました。

①大気中にダイオキシンを排出、炉に焼却灰が蓄積
される。大気汚染抑制装置の導入と焼却灰処理に非
常に多くの費用がかかる。

②汚染問題の解決策として多額の資金を投入して
も、例えば地域社会で雇用が増えるなどの経済効果
にはっながらない。ごみ焼却の経済性は非常によく
ないものである。

③焼却は世界的にも極めて不人気。カナダでは過去
１３年間、米国では７年間、新たな焼却炉が建設され
ていない。

④「焼却炉でごみを燃やすことによって、エネルギ
ーに変えられる」とよく言われる。しかし焼却に必

要なエネルギーは廃棄物のリサイクル・再利用に要
するエネルギーの４倍も大きい。
⑤有限な資源の焼却は持続可能性という観点からも
問題である。日本では資源や物質の節約・持続可能
な使用を目指す「循環型社会形成推進基本法」を制
定したが、この法律の精神は焼却のコンセプト（考
え方）とは相反するものだ。

焼 却 の 代 替 案 は 廃 棄 物 ゼ ロ 社 会

コネット博士は「持続可能な社会は廃棄物ゼロの



社会です。２１世紀は持続可能な社会でなければなり

ません」と言い切り、そのうえで、廃棄物をゼロに

するために必要な方策として、①地域社会における

責任、②産業界の責任、③適切な政治的リーダーシ

ップーの３つを挙げました。

まずＦ地域社会における責任」について、コネッ

ト博士は「ごみを発生源で分別して再利用可能なも

の は 再 利 用 レ 手 直 し を して 資 源 と して 使 い 直 す こ

とがキーポイント」と指摘、具体的な分別方法とし

て「例えば有機物は堆肥にし、リサイクルできるも

のはリサイクルしてくれる工場に持って行く。建物

の 場 合 も 分 解 ・ 修 理 ・ リ サ イクル し 、 再 構 築 す る。

どんなに分別処理しようとしても残ったものは専用

の細分別施設に持って行き、有害物質もそこで分離

するのです」とできるだけ細分化した分別の実施を

呼 び 掛 け ま し た。

廃 棄 物 ５ ０ ％ 削 減 に 成 功 し た 例 も

地域社会が廃棄物ゼロ社会の実現を目指して取り

組んでいる事例として、コネット博士が紹介したの

が、カナダのノバスコシア州のケース。博士による

と、ここでは市民主導型で設計されたリサイクル・

プログラムが軌道に乗っています。まず家庭の生ご

みについてみると、州当局が戸口のところで回収・

堆肥化する仕組みが全世帯の７２パーセント。裏庭で

堆肥化することも奨励されています。分別処理をし

ても残る残さ物はさらに選別する施設に、家庭から

出る有害物質も専門の処理施設に持って行くことが

決 め ら れて い ま す。

また飲み物の容器はすべてデポジット制で、市民

はびんや缶を定められている集積所（全部で９５箇所）

に持っていきます。タイヤも市民が買う際に１本９

ドルのデポジット料金を払い、使い終わったタイヤ

は州当局がリサイクルエ場へ持って行き、液体窒素

による低温処理技術を用いてタイヤを凍結させ、小

さなゴムの破片にして処理しています。処理される

タイヤは年間、約８０万本にのぽっています。

つくられたゴムの破片は人工芝や人工土、アスフ

ァルトの下に敷く材料などに使われ、多くの新規雇

用を生み出しました。ノバスコシア州では、こうし

たリサイクルによって廃棄物の量を５０パーセント低

減することに成功したそうです。

拡 大 生 産 者 責 任 と 地 域 の 政 治 家

産業界の責任という点で、コネット博士が「よい

例」として挙げたのが欧州１６カ国で使われているコ

ピー機を全部回収して、機械全体または部品を再利

用している欧州のあるゼロックス会社のケース。こ

の会社は、回収されたコピー機の状態がよく、もう１回

利用できるもの、機械の再利用はできないが、部品

を使って再利用できるもの、部品を使えないが、そ

の部品のリサイクルはできるもの一に分けて、再利

用 ・ リ サイクル を 推 進 す る シス テム を 導 入 し ま し た。

その結果、本当に廃棄物として処理しなければな

らなかったのはコピー機全体のわずか５パーセント

に過ぎず、２０００年には廃棄物処理と生産コスト、合

わせて７６００ドルを節約することができたといいます。

コネット博士は「われわれが企業に奨励している

のは、廃棄物と有害物質の量の削減を目的とする廃

棄物監査と、企業が包装で使った資材を自分たちで

もう一度、引き取り、再利用する拡大生産者責任の

２つです」と話しました。

博 士 は 拡 大 生 産 者 責 任 の よ い 例 と して 、 カ ナ ダ、

オンタリオ州でのビールびん回収を挙げました。こ

れによると、オンタリオ州では、ビール会社がビー

ルびんの９７パーセントを回収し、何度も使用してい

る そ う で す。

コネット博士は４つ目の「適切なリーダーシップ」

について「地域社会の政治家が市民運動をしている

人だちと力を合わせて活動することが大切。そして

何年か後の廃棄物ゼロ実現を目指して条例などの法

的枠組みをつくる公約をしていただきたい」と訴え

ま し た。

Ｆ 礼 儀 正 し い 日 本 人 よ 、 も っ と 怒 れ 」

最後にコネット博士は「日木は世界最大のダイオ

キシン排出国。ダイオキシンが食品の中、体の中に

多 く 人 って い る に も か か わ らず、 焼 却 炉 産 業 界 は 一

度も日本国民に謝罪していません」と言い、「日本人

は礼儀正しい国民です。でもダイオキシン汚染の問

題ではもっと怒るべきです」と結びました。
エネルギッシュなコネット博士は講演の中で半ば

踊 り な が ら ダイ オ キ シ ン 汚 染 へ の 怒 り を 熱 っ ぽ く 語

り、会場の雰囲気を盛り上げました。
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環境法の今・第８回

シ恥計画

●環 境 基 本 計 画 策 定 の 経 緯

１９９３年ｎ月、日本の環境行政の新しい憲法と

もぃうべき環境基本法が制定されました。この

環境基本法の基本理念の根幹をなしているのは、
①環境を健全で、恵み豊かなものとして維持す
ることは人間の健康で、文化的な生活に欠くこ

とができない、②人類存続の基盤である限りあ
る環境が人間活動による環境への負荷によって

損なわれるおそれが生じてきているーという基
本的な２つの認識です。
環境基本法は、こうした基本認識の上に立っ
て、肝心の基本理念をＦ現在及び将来の世代の
人問が健全で恵み豊かな環境の恵沢を享受する
とともに人類の存続の基盤である環境が将来に
わたって維持されるように環境の保全が適切に

行われなければならない」と格調高く定めてい
ま す。
環境基本法の基本理念を具体化し、実現して
いくために有効な手だてのうち、環境基本計画
の策定を最も重要な戦略として位置付け、１９９４

Ｊ Ｊ ｔ ９ 回 川 名 英 之

年１２月、第一次の環境基本計画が決定されまし
た。環境基本法に定められた環境基本計画の規

定は表１に掲げたとおりです。
そして健全で恵み豊かな環境の維持と持続的
に発展することができる社会の構築のため、「循

環」、Ｆ共生」、「参加」、［国際的取組み］の４つ
のキーワードで代表される目標が環境基本計画
の長期的な目標とされ、これを基に環境保全施

策の総合的かつ長期的展開を図ることになりま
した。

●環境行政の進歩、法定環境基本計画

わが国の環境基本計画は、こうして政府の環

境保全施策の基本的な方向を示すとともに、環
境行政への拘束力を持つ法定計画となりました。
米国の「ＥＰＡ戦略計画」、英国の「英国の環境戦
略」、フランスの「国家環境計画」、オランダの
「国家環境政策計画」、カナダの「グリーンプラ
ン」、オーストラリアの［生態学的に維持＝可能な

開発のための国家紋略］、韓国のＦ環境保全長期
総合計画」など海外諸国にも環境計画がありま

第 二 節 環 境 基 本 計 画

第 十 五 条 政 府 は 、 環 境 の 保 全 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 環 境 の 保 令

に閃する基本的な計画（以下、「環境基本計画」という）を定めなければならない。

２ 環 境 基 本 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ いて 定 め る も の と す る。
一環境の保全に関する総合的かつ艮期的な施策の大綱

二前号に掲げるもののほか、環境の保全に関する施策を総合的か・こ）計画的に推進するために

必要な事項

３環境大臣は、巾央環境新議会の意見を聴いて、環境基本計画の案を作成し、閣議の決定を求

め な け れ ば な ら な い。

４環境大臣は、前項の規定による閣議の決定があったときは、遅滞なく、環境基本計画を公表

しなければならない。

５ 前 二 項 の 規 定 は 、 環 境 基 本 計 画 の 変 更 に つ いて 準 用 す る。

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１．１５



すが、議会の承認を経ているものが多く、わが

国のように法律上の根拠を持つ総合的な環境基

本 計 画 は わ ず か で す。

政府の各種行政計画のうち、環境保全に関す

る部分については環境基本計画の方向に沿って

策定され、推進されるよう環境基本法で求めた

ことは、わが国環境行政の上から大きな進歩と

言 え る で し ょ う。

● ４ つ の 長 期 目 標 の も つ 意 味

環境基本計画が長期目標として設定している

Ｆ循環」、「共生」、「参加」、「国際的取組み」の４

つのキーワードは、それぞれどのような意味を

持 つ の で し ょ う か。

Ｆ循環］という長期目標は環境への負荷が自然

の物質循環を損なうことによる環境の悪化を防

ぐため、社会経済活動のあらゆる段階を通じて

環境への負荷をできる限り少なくし、これによ

って経済社会システムを循環型に変えていこう

と い う も の で す。

「共生」という長期目標は貴重な自然の保全は

もちろんのこと、身近な自然的環境も維持・回

復し、野生生物の保護、環境と人との豊かな交

流などによって自然と人間との共生を確保する

こ とを 目 指 して い ま す。

「参加」という長期目標は「循環」と「共生」を

実現するため、人々がそれぞれの立場に応じて

公平に役割を分担し、互いに協力・連携しなが

ら、自主的かつ積極的に環境保全活動に参加す

る社会の実現に努めることです。

「国際的取組み」という長期目標はわが国が

国際協力によって、国際社会に占める地位に応

じた国際的取組みを進めていくことを意味しま

す。これら４つの長期的な目標は１９９２年６月の

「国連環境開発会議」（地球サミット）を機に広く

世界に普及・浸透しだ‘Ｓ３ｔｌｓｔａｊｎａｂｌｅＳｏｃｉｅｔｙ”

（持続可能な社会）という考え方をわが国に合う
ように分かりやすく示したものということがで

き ま す。

● 数 値目標の設定と計画の見直し

計画の効果的な実施には長期的な目標の達成

状況などを示す具体的に示す指標の設定が望ま
しい。しかし環境基本計画の策定当時、まだ数
量的な目標や指標の研究が進んでいませんでし
た。このため政府は長期的な目標に関する総合
的な指標の開発を進めていくことにしました。
１９９５年１１月、中央環境新議会は学識経験者か

らなる［総合的環境指標検討会］を設置して環
境基本計画の４つの長期的目標である「循環」、
「共生」、「参加」及び「国際的取組み」の達成状況
や目標と施策との関係などを具体的に示す総合

的な指標を開発するための検討に着手。出来上
がった総合的な指標が２０００年１２月に閣議決定さ
れた新環境基本計画の中の環境の現状に関する

記述に活用されています。

環境基本計画には計画策定から５年後程度を目
途に見直しを行う記述があるうえ、新たな課題
も次々に顕在化したため、１９９９年９月、総理大
臣が中央環境審議会に対し環境基本計画の見直
しを求める諮問を行いました。

同審議会の企画政策部会による１年半に及ぶ
審議の後、答申され、これに基づき２０００年１２月
２２日に新たな環境基本計画が閣議決定されまし
た 。

● あ ら ゆ る 場 面 に 環 境 配 慮 を 求 め る

決定された新環境基本計画は持続可能な社会
を築くために、長期的な４つの目標はそのまま

受け継ぎ、これを発展させるため、新たに①汚
染者負担の原則、②環境効率性、③予防的な方
策、④環境リスターの４つに指針を設定しまし
た。その１つが社会、経済、環境の各側面で一
体化する統合的アプローチの考え方で、規制と
いう従来の単一的政策手段を排し、あらゆる場

面で環境への配慮を織り込んだり、経済的手法
や情報的手法、自主的取組み、枠組み規制など
の有効性を整理、さまざまな政策手法を組み合
わせて経済社会のグリーン化メカニズムを推進

することを挙げています。
地方自治休の中にも国の環境基本計画になら

って環境基本条例を制定、これに基づいて環境

基本計画を策定するところが増えています。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌｌ５（重）
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緊 急 投 稿一 旨 ，

１震ｌｉｌ薪で水銀汚染？

１９９８年４月、東京都ハ王子市で、日本で初めての水

銀処理工場がスタートした。これは、水銀で汚染され

た土を加熱して、土から水銀を採取するテラム・スチ
ーム法を用いていた。ドイツのバイエルン州で、過去

に一例あるが、ドイッでは失敗に終っているそうであ

る。周辺に水銀が漏れ、ドイツの基準にひっかかった

ら し い。

この年の６月半ば、私は過去に体験した事のないよ

うな奇妙な味覚を感じはじめた。金属味のような味覚

が、常にしはじめて１週間過ぎた頃、こどもも私も同

日にひどい倦怠感に襲われ、立ち上がる事が出来なく

な っ た。

その日から、今日にいたるまで、健康な日は１日も

なくなる事になる。次々に襲ってくる症状に、不安な

日々を過ごしていた。近所の友人達に聞いてみると、

あまりに同じ症状が多かった。最初の頃、主なものは、

口内炎・頭痛・舌の痛み・目のはれ・吐き気・下痢・

熱・耳鳴り・動悸・せき・呼吸が苦しいといったもの
だった。それが、しだいにしびれ・爪の変形・変色・

イライラ・物忘れ・膀胱炎・血液異常・めまい・目の

かわき等に変わっていった。同じ症状は、同じ時期に

住民に表れている事が多かった。

私たちは、この健康被害が、水銀処理のプラントに

関係しているのではないかと、会社・市・都・国に環

境調査・健康調査を求めたが、いずれも受け入れられ

田 口操（会員）

なかった。行政は、「このプラントで、健康被害が出

るはずがないので、調査の必要はない。」といまだに

いいはっている。

このプラントの稼動後、近隣の電気器具がかなり壊

れた。また、テレビが日によってまったく映らない等

の 異 常 が 続 い た。

私のこどもの具合が、しだいにおかしくなっていっ

た。口に手を入れてかきむしり床をころげまわったり、

おきがけにガクッと転んだり、手が動かないと階段で

うずくまっていたり。爪はボコボコになっていた。そ

して、ある日の夜突然、変な動きをはしめた。口をゆ

がめたり、白目をむき続けたり、舌を出したり入れた

りを繰り返したり、それは脳に何か障害のある人の動

きに似ていた。アメリカの医療機関の毛髪調査でも、

水銀・砥素・鉛・アルミニウムが高く、神経に異常を

きたす値であるコメントが送られてきた。鉛は命が危

険と書かれてあった。私は恐ろしくなって引越しを決

意 し た。

プラントの周辺には、まだ治らない症状に苦しんで

いる方がたくさんいる。私が自費でした環境調査でも、

このプラントから水銀と鉛が周りに飛散していた事が

わかった。井戸水も水銀で汚染されていた。この件に

興味をもたれた方は、ぜひご連絡ください。詳しい資

料もあり、ご説明も出来ます。どうか私たちにお力添

えをお願い致します。

- - - - - - - - - - - - 一 一 - - - - - - 一 一 - - - - - - - - - - - - - - -
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圖 １ １ ’ Ｓ”’

場所ＴＣＣ試写室
ＴＥＬ０３-３５７１-６３７８

行き方ＪＲ新橋駅銀座□または地下
鉄銀座線新橋駅５番出□土橋交番入口
入る地下鉄高速道路ビル１０３号
上映時間
２月１４日（木）午後３時００分開始

Ｊ １ １ １ １ ： Ｚ

ｉ 弓 ｌ 。 ‘ １ - Ｍ

２月２０日（水）午後３時００分開始
２月２２日（金）午後６時３０分開始

２月２７日（水）午後３時００分開始
お問い合わせ

映画「ダイオキシン」製作委員会
ＴＥＬ０４２-３９６-７８１５



（最近の国際動向）

・ＮＹ世界貿易 セ ン タ ー の が れ き の 山 と 有 害 物 質

アメリカの環境保護局（ＥＰＡ）と職業安全衛生局

（ＯＳＨＡ）から公開された報告書によると、アメリカ

政府の安全基準を上回るダイオキシン・ＰＣＢ・鉛・ク
ロミウム・ベンゼンなどの有害物質が、ニューヨーク

世界貿易センターのがれきの山から、付近の土と大気

へ放出されていることが明らかになった。現場からの

汚染は、近くを流れるハドソン川へも広がっているこ

とが確認された。

がれきの奥でくすぶり続ける炎から出る煙には、労

働安全基準を上回るダイオキシン・ＰＣＢ・鉛・クロミ

ウム・ペンゼンが含まれており、長時間・多量に煙を

吸い込めば白血病やその他のガンを引き起こす可能性

がある。さらに、現場から出る煙には低濃度のシア

ン・一酸化炭素・アスベストも含まれており、多種多

様な有害物質にさらされながら救援活動を続ける人達

の呼吸器系・神経器系への健康被害が懸念されてい

る 。

環境保護庁（ＥＰＡ）の分析によると、現場から距離

をおけば、有害物質による危険性は極端に少なくなる

ため、付近の人々に過剰な反応をしないように呼びか

けている。煙に対する対策は、現場作業員に防毒マス

ク着用を徹底することで対処している。有害物質を含

む現場の土は、適切に分別された後、埋め立て処分場
へ運搬されている。撤去作業を含め、今後の土壌浄化

作業にもかなりの時問とコストがかかると予想され

翻訳：森谷隆

る 。

詳 細 は 、 下 記 サ イ ト ヘ。

＜http://www.ｅｐａ.ｇｏｖ＞.＜ｈｔ申：／／ｗｗｗ．ｎｙｅｎｖｉｒｏｌａｗ．ｏ司＞

＜http://www.ｏｓｈａ.ｇｏｖ＞

・ フ ィ リ ピ ン が ゴ ミ 焼 却 へ 動 く

フィリピン政府は、９９年にゴミ焼却を完全に禁止す

る画期的な法律を可決したものの、産業界からの後押

しにより、 “ ゴミ焼却政策 ” へ逆転換する可能性が出

て き た。

政策転換への動きは、フィリピン上院・下院の有力な

議員が、ロンドンにあるＳｏｕｔｈＥａｓｔＬｏｎｄｏｎＣｏｍｂｉｎｅｄ

ＨｅａｄａｎｄＰｏｗｅｒ社の焼却施設を訪れたことから始まっ

た。同議員は、マニラ市内のゴミ問題を解決するとい

うスローガンを基に、大気浄化法を改正し、ゴミ焼却

施設を建設できるようにする。・
マニラ市長（ＬｉｔｏＡｔｉｅｎｚａ氏）も、これをゴミ問題の

最適な解決策とし、賛同している。同市長は、マニラ
の５地区に１施設づつ焼却場を建設するための提案書を

ま と め た。

大気汚染防止のために可決された９９年の法律だが、

フィリピンのゴミ問題解決に糸口をつかめないため、
“ゴ ミ 焼 却 政 策 ” へ の 転 換 を 余 儀 な く さ れて い る 。 日

本と同じ問題だけは繰り返さぬよう、他国の前例を良

く学び、政策に取り組んでほしい。

（出所：ＮｅｎＴ孤面、ｎｔ凹ｇｌ・ｉ＠ｅｓｓｅｎｔｉａｌ．ｏｒｇ）

・ 一 一 一 一 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ゴミと人間をテーマに、フランスとフィリピンに取材した映
画が奇しくも同じ２月９日から公開されます。

●『落穂拾い』アニエス・ヴァルダ監督
岩波ホール０３-３２６２-５２５２２月９日土曜から

拾っているあなたが名画のように美しかった。道路に落ちてい
るものを拾う人たちを見て着想を得たという社会的テーマを追
ったドキュメンタリー映画であると同時にフランス映画のカリ

スマでもある女流監督ヴァルダ自身を描く映像詩の傑作。芸術
性が高く評価され、数々の栄光に輝いていた。本邦初公開。

●「神の子たち」四ノ宮浩監督
東京都写真美術館ホール０３-３２８０一〇〇９９２月９日～２４日

（１２／１８日は休館）
フィリピンのマニラから２０キロ離れたケソン市パヤタスご

み 捨 て 場 は 、 第 ２ の “ スモ ー キ ーマ ウ ン テ ン ” と 呼 ば れ 、 ご み

収集で生計をたてる人々が暮らしている。一昨年に発生したそ
こでの崩落事故と、その後の住民の生活をドキュメントで丹念
に描く。前作ｒ忘れられた子どもたち／スカベンジャーｊに続

く 作 品。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ．１５Φ



］］

かわいいクジラが描かれた国民会議の新しい入会案内を、もうご覧になりよ
したか。昨年フ月に完成し、ニュースレター１３号の表紙でご紹介したものです。

有害化学物質の問題になじみがない方にもわかりやすく、一度見ると忘れられ
ないインパクトがあると、なかなかの評判です。

実は、映画『ダイオキシンの夏』の試写会に問に合わせるた
めに、わすか一週間で完成させました。製作を担当して下
さったのは、広報委員会メンバーの前北美弥子さん。本
業はｃＭプランナー・コピーライターで、企業から消費ｄ
者への「情報の交通整理」をされています。ＮＧＯが作
る印刷物は字が多く、分かりづらい。そのような現状をミ
知り、ボランティアで環境ＮＧＯのコミュニケーションを

手伝っているそうです。

今まで関心がなかった人の興味を引くようなものにすることを心がけ、この
入会案内を製作してくれました。大変だったのは、とにかく時間がなかったこ
と。その制約を乗り越えられたのは、中下裕子事務局長の強い意志と中村晶子
事務局次長の的確な推敲のおかげだそうです。「化学物質問題は、わかっていな
いことばかりなのに、差し迫った状況となっている。だからこそ、広く一般の
人に知らせなければいけない。その意味でも国民会議の担う役割は大きいでし
ょう」と、期待と抱負を語ってくれました。
国民会議の活動を広げるためには、会員の拡大が不可欠です。ぜひこの入会

案内を活用して、ご協力ください。必要な方は、事務局までご連絡ください。
（記：橘高真佐美）

編集後記ｌｙｉｉｇｎｌＨ佐和洋亮

『公害と環境』

（同名の雑誌が岩波書店から出版されてい
ま す が 、 こ の 機 関 誌 の こ と で は な く て、
用語の問題について）
当国民会議常任幹事の川名英之先生の

集大成『ドキュメント日本の公害』（全１３
巻、緑風出版）は、足尾鉱毒事件から現
在までの日本の公害の歴史を実証的にま
とめられています。
公害は、「公」というものの、その実体

は「私害」であり、そこには必ず加害者
と被害者がいました。
ところが、最近は、このＦ公害」に代

わってＦ環境ｊ「環境破壊」などという用
語が使われるようになりました。
東京の役所などでも、以前あった「公

害課」などの名称は「環境課」にとって
代わりました。１９９１年（平成３年）頃の
こ と で す。

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．１５

○国民会議ホームページを
全面りニューアル

２００２年１月より、国民会議のホーム｜
ページがリニューアルされました。ト

ップベ ー ジ の デ ザイ ン 変 更 だ け で な

く、ニュースレターの一部もホームベ
ジ上でもご覧いただけるようになりま

した。新しいページのデザインを担当

してくださるのは、栃木県塩谷町で病

院を経営する尾形新一郎さん（医師）
です。コンピューターを得意とする尾
形さんにはボランティアで、国民会議

ホームページの運営をお手伝いいただ
いています。とっても素敵なページな

ので、ぜひ一度ご覧ください。
ｈ叩ソ／ｗｗｗｌｏｋｕ❹ｎ-ｋｏｉｇｉ、ｏ「９

１４号本文１２ページ「図２」の中で、
「新規化学物質」の右下にある説明が、

「 製 造 ・ 輸 入 ｌ ｔ ／ 年 未 満 」 と な っ
て お り ま し た が 、 「 製 造 ・ 輸 入 １
ｔ／年以上」の誤りでした。

また、表紙の写真と文章は松原健司

氏 に よる も の で し た。
以上、お詫びして訂正いたします。

「環境」は、責任者の所在をあいまい
に し ま す。
「人類が２０世紀に入って高度に展開さ

せた大量生産・大量消費・大量廃棄型の
経済消費活動は、地球環境に大きなダメ
ージを与えた」などといわれる時、加害

者は人類一般になってしまいます。
しかし、環境被害が地球規模に拡大さ

れて い る に せ よ 、 個 々 の 事 例 を 見 れ ば、
被害者は人間を含むひとつひとつの生き
物であり、加害者も、例えば「どこそこ
の工場」へたどり着くはずです。
今のこの不況が、責任者のいない社会

現象ではないように、地球環境の破壊に
ついても、その責任を明らかにする視点
を忘れてはならないと思います。
（超大国アメリカは、京都議定書にサイン
をしないけれど、全地球の二酸化炭素の
２２％を排出しているそうです）

ダイオキシン
国民会議

環境ホルモン対策
提言と実行
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